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。みなさんに消防団の理解を深めていただきましょうみなさんに消防団の理解を深めていただきましょう
、川辺町の防災リーダーである消防団を特集し川辺町の防災リーダーである消防団を特集し、今回は今回は

「消防団」って言葉を聞いてみなさんはどんな想像を
しますか。5月になると、小学校や中学校の運動場で消
防ホースを伸ばしたり、担いだりして走っている人たち
を思い浮かべたり、火災が発生したときに消防車に乗っ
て駆けつけてくる地元のお兄さんたちのことを想像され
る方が多いのではないでしょうか。
でも、火事が起きた時は消防署が来るんじゃない。消
防団と消防署はなにが違うんだろう。消防団ってどんな
存在なんだろう。と疑問をもたれる方も多いのではない
かと思います。
今回は、川辺町の防災リーダーである消防団を特集し、
みなさんに消防団の理解を深めていただきましょう。

特 集特 集

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

消
防
団
白
書

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

消
防
団
白
書



ふ
だ
ん
は
自
分
の
職
業
を
持
ち

な
が
ら
、
い
ざ
火
災
や
災
害
が
発

生
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
現
場
へ

駆
け
つ
け
て
消
防
署（
常
備
消
防
）

と
連
携
し
て
消
火
活
動
や
防
災
対

策
を
行
う
の
が
消
防
団
で
す
。

こ
の
消
防
団
を
構
成
す
る
消
防

団
員
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
郷
土
愛
に

満
ち
た
地
元
の
人
た
ち
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
な
集
ま
り
で
す
。

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消

防
・
防
災
組
織
に
は
、「
常
備
消

防
」
と
呼
ば
れ
る
消
防
署（
可
茂

消
防
事
務
組
合
川
辺
出
張
所
）と

「
非
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
消

防
団
が
あ
り
ま
す
。

建
物
火
災
な
ど
が
発
生
し
た
と

き
、
電
話（
1
1
9
番
）で
最
初
に

助
け
を
呼
ぶ
の
が
「
常
備
消
防
」

の
消
防
署
で
す
。
消
防
署
は
、
消

防
組
織
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い

て
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
組

織
で
、
消
防
や
救
急
、
水
防
活
動

を
主
に
行
い
ま
す
。
消
防
署
は
、

消
防
を
本
職
と
す
る
職
員
を
配
置

し
24
時
間
体
制
で
活
動
す
る
組
織

で
す
。
川
辺
町
に
あ
る
消
防
署
は
、

川
辺
町
を
含
む
加
茂
郡
7
町
村
と

美
濃
加
茂
市
、
可
児
市
、
可
児
郡

の
2
町
、
合
計
11
市
町
村
が
共
同

出
資
し
設
立
し
た
可
茂
消
防
事
務

組
合
の
消
防
署（
川
辺
出
張
所
）で

す
。こ

れ
に
対
し
消
防
団
は
、
消
防

署
と
同
じ
法
律
に
基
づ
い
て
市
町

村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
・
防

災
組
織
で
す
が
、
消
防
団
長
を
始

め
団
員
全
員
が
消
防
を
本
職
と
は

し
て
い
な
い
人
た
ち
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
消
防
団
は
自
発
的
な

意
志
に
基
づ
い
て
参
加
す
る
人
た

ち
か
ら
な
る
組
織
な
の
で
す
。

消
防
団
員
は
、
火
災
が
発
生
し

た
と
き
は
消
防
署
の
職
員
と
同
じ

よ
う
に
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
危
険

を
か
え
り
み
ず
消
火
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

こ
の
際
、
消
防
団
は
消
防
署
長

の
所
管
の
下
に
行
動
す
る
も
の
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
職
業
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
団

員
と
し
て
任
命
さ
れ
る
と
特
別
職

（
非
常
勤
）の
地
方
公
務
員
と
な
り

ま
す
。
平
成
13
年
4
月
1
日
現
在
、

全
国
で
9
4
4
、1
3
4
人
の
消

防
団
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
員
に
な
る
と
町

の
条
例
に
よ
り
各
種
出
動
の
苦
労

に
報
い
る
た
め
、
活
動
内
容
に
応

じ
て
報
酬
や
出
動
手
当
、
退
職
報

償
金
な
ど
の
処
遇
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

川
辺
町
消
防
団
は
、
消
防
団
本

部
と
4
つ
の
分
団
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
消
防
団
の
推
薦
に
基

づ
き
町
長
が
消
防
団
長
を
任
命
し

ま
す
。
消
防
団
長
は
本
部
と
分
団

を
ま
と
め
消
防
・
防
災
活
動
に
あ

た
り
ま
す
。
現
在
の
消
防
団
の
人

員
は
1
8
7
名（
平
成
14
年
4
月

1
日
現
在
）で
す
。

消
防
団
は
第
1
分
団
か
ら
第
4

分
団
ま
で
4
つ
の
分
団
が
あ
り
、

各
分
団
は
さ
ら
に
部
に
分
か
れ
て

い
ま
す（
表
2
）。

消
防
団
の
第
1
分
団
か
ら
第
4

分
団
ま
で
の
各
分
団
は
、
町
内
を

4
地
区
に
分
け
て
、
原
則
そ
の
地

区
に
住
ん
で
い
る
ま
た
は
働
い
て

い
る
団
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
下
川
辺
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
が
消
防
団
に
入
団
し

た
場
合
、
第
2
分
団
2
部
に
配
属

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
消
防
団
は
、
ま
さ

に
町ま
ち

の
火
消
隊
と
言
え
る
存
在
で

あ
り
、
各
地
区
の
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ティ
ー
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
団
が
地
区
別
に
な
っ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ほ
か
の

地
区
の
火
災
等
へ
出
動
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町

内
で
火
災
や
災
害
が
発
生
す
れ

ば
、
町
内
全
域
へ
出
動
し
ま
す
。

3

11市町村が共同で
可茂消防事務組合を設置

美濃加茂市・可児市・坂祝町
富加町・八百津町・七宗町
白川町・東白川村・御嵩町
兼山町　　

川辺町

消防本部

消防署

川辺出張所

可
茂
消
防
事
務
組
合

消防団本部

分　団

部

川
辺
町
消
防
団

鹿
塩

15人

2
部

上
川
辺

石
神

29人

1
部

第 1 分団
分 団 長　1人
副分団長　2人

町　長

副団長

中
川
辺

25人

1
部

西
栃
井

下
川
辺

25人

2
部

下
麻
生

14人

1
部

下
麻
生

13人

2
部

第 4 分団
分 団 長　1人
副分団長　2人

下
吉
田

12人

1
部

比
久
見

22人

2
部

下
飯
田

福
島

15人

3
部

第 2 分団
分 団 長　1人
副分団長　2人

第 3 分団
分 団 長　1人
副分団長　3人

消 防 団 の 組 織 図（表2）平成14年4月1日現在 消防団と消防署の関係（表1）

消
防
団
と
は

消
防
団
と
消
防
署
の
違
い

消
防
団
員
の
身
分
は

消
防
団
の
組
織

連携

本部員団　長

消
防
団
本
部
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川辺町単独で設置
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消
防
団
は
火
事
や
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
現
地
で
活
動
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
地
域

の
行
事
に
参
加
し
た
り
防
災
訓

練
、
消
防
設
備
点
検
、
火
災
予
防

の
呼
び
か
け
な
ど
そ
の
活
動
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

・
消
防
出
初
め
式

消
防
団
の
仕
事
始
は
1
月
に
行

わ
れ
る
「
消
防
出
初
め
式
」
で
す
。

消
防
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

中
央
公
民
館
で
新
年
の
あ
い
さ
つ

や
表
彰
を
行
っ
た
あ
と
、
町
内
を

行
進
し
中
学
校
下
の
漕
艇
場
で
一

斉
に
飛
騨
川
へ
放
水
を
行
い
ま
す
。

・
消
防
操
法
大
会

火
事
を
消
す
と
い
う
重
要
な
仕

事
を
確
実
に
行
う
た
め
、
消
防
ホ

ー
ス
を
伸
ば
す
、
ホ
ー
ス
を
つ
な

ぐ
、
水
を
出
す
と
い
う
基
本
的
な

操
作
方
法
を
修
得
す
る
目
的
で
行

わ
れ
る
の
が
消
防
操
法
大
会
で

す
。
毎
年
5
月
末
に
町
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
各
分
団
か
ら
小
型
動
力

ポ
ン
プ
に
9
チ
ー
ム
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
操
法
に
3
チ
ー
ム
、
計

12
チ
ー
ム
が
出
場
し
技
術
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
結
果
は
第
1
分
団

2
部（
鹿
塩
地
区
）が
優
勝
し
、
加

茂
郡
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

・
火
災
予
防
運
動

毎
年
、
春
と
秋
と
年
末
の
3
回
、

火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
町
内
巡

回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
年
末
に
行
う
「
年
末
夜

警
」
は
町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
年
越
し
で
き
る
よ
う
に
と
、

毎
年
12
月
26
日
か
ら
30
日
ま
で
の

5
日
間
、
消
防
車
両
や
徒
歩
に
て

各
地
区
を
巡
回
し
特
別
警
戒
を
行

っ
て
い
ま
す
。
年
末
の
夜
、
家
族

と
と
も
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
な
い

の
が
寂
し
い
で
す
が
、
町
民
の
た

め
に
団
員
は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

・
夏
の
花
火
大
会
警
備

川
辺
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
る
飛
騨
川
で
の
花
火
大
会
を
安

全
に
行
う
た
め
、
毎
年
消
防
団
が

交
通
整
理
や
立
ち
入
り
禁
止
区
域

の
警
備
、
見
張
り
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
目
立
た
な
い
仕

事
で
す
が
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な

存
在
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

・
防
災
訓
練

9
月
に
行
わ
れ
た
町
全
域
で
の

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
各
地
区
で

避
難
訓
練
、
消
火
訓
練
、
消
火
器

の
詰
め
替
え
の
受
付
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
消
防
団
が

中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

・
3
月
31
日

町
消
防
入
退
団
式

・
4
月
28
日

郡
幹
部
、
ラ
ッ
パ
講
習
会

・
5
月
12
日

郡
消
防
操
法
講
習
会

・
5
月
26
日

町
消
防
操
法
大
会

・
6
月
23
日

郡
消
防
操
法
大
会

・
8
月
10
日

川
辺
お
ど
り

花
火
大
会
警
備

・
9
月
1
日

町
防
災
訓
練

・
10
月
27
日

郡
消
防
連
合
演
習

・
11
月
9
日
〜
15
日

秋
の
火
災
予
防
週
間
町
内

巡
回

・
11
月
24
日

町
消
防
秋
季
訓
練

・
12
月
26
日
〜
30
日

年
末
夜
警
町
内
巡
回

・
1
月
4
日

川
辺
町
消
防
出
初
式

・
3
月
1
日
〜
7
日

春
の
火
災
予
防
週
間
町
内

巡
回
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消
防
団
の
主
な
活
動

平
成
13
年
度

優

勝

第
4
分
団
2
部（
下
麻
生
）

準
優
勝

第
1
分
団
2
部（
鹿
塩
）

三

位

第
2
分
団
2
部

（
下
川
辺
・
西
栃
井
）

四

位

第
4
分
団
1
部（
下
麻
生
）

五

位

第
1
分
団
1
部
（
上
川
辺
・
石
神
）

平
成
14
年
度

優

勝

第
1
分
団
2
部（
鹿
塩
）

準
優
勝

第
1
分
団
1
部
（
上
川
辺
・
石
神
）

三

位

第
3
分
団
3
部

（
福
島
・
下
飯
田
）

四

位

第
2
分
団
2
部

（
下
川
辺
・
西
栃
井
）

五

位

第
2
分
団
1
部（
中
川
辺
）

大
会
結
果

平
成
14
年
度

川
辺
町
消
防
団
年
間
行
事
予
定

1月4日に行われた消防出初め式（漕艇場）

9月1日に行われた町消防訓練（西小学校）

5月26日の操法大会の様子（中学校）



消
防
団
員
大
募
集

若
い
元
気
な
消
防
団
員
を
募
集

中
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
各
地
区
の
区

長
、
消
防
団
員
、
ま
た
は
役
場
消
防

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
団
要
件

・
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

・
年
齢
が
18
歳
以
上
の
方

・
心
身
と
も
に
健
全
な
方

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

町
内
で
の
過
去
10
年
間
の
火
災

発
生
件
数
は
46
件
で
、
こ
の
う
ち

消
防
団
が
出
動
し
た
火
災
は
28
件

で
す
。
ま
た
自
然
災
害
や
行
方
不

明
者
捜
索
な
ど
は
過
去
10
年
間

で
10
件
あ
り
、
こ
の
う
ち
消
防
団

が
出
動
し
た
日
数
は
の
べ
17
日
間

で
す
。

い
つ
で
も
迅
速
に
出
動
で
き
る

よ
う
、
各
消
防
詰
め
所
の
消
防
ポ

ン
プ
に
は
必
要
機
材
が
積
ん
で
あ

り
、
毎
月
1
回
、
消
防
団
員
に
よ

っ
て
機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

消
防
団
は
、
常
備
消
防
と
共
に

川
辺
町
の
消
防
・
防
災
組
織
の
1

翼
を
担
う
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

可
茂
消
防
事
務
組
合
に
よ
る
常

備
消
防
力
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
な
か
、
町
で
も
消
防
団
の
装

備
の
拡
充
を
進
め
消
防
力
の
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

平
成
13
年
度
か
ら
町
消
防
団
の

定
数
削
減
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
で

は
平
成
13
年
度
の
定
数
1
9
7
人

を
5
年
で
1
6
5
人
ま
で
減
ら
し

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
に
お
い
て
も
、
以
前
の
よ
う
に

団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
自
営

業
や
地
元
で
働
く
方
が
少
な
く
な

り
、
定
員
数
の
削
減
を
上
回
る
勢

い
で
、
団
員
の
担
い
手
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
各
種
地
域
行
事
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
で
も
大
き
な

役
割
を
担
う
町
の
火
消
し
で
す
。

行
政
と
住
民
の
み
な
さ
ん
と
で
消

防
団
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

川
辺
町
消
防
団
は
、
郷
土
愛
護

の
精
神
に
基
づ
き
地
域
住
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
旺
盛
な

消
防
精
神
に
よ
り
、
献
身
的
な
奉

仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
消
火
活
動
を
始
め
、

地
震
や
風
水
害
等
の
大
規
模
災
害

に
お
け
る
即
時
の
対
応
や
、
地
域

に
密
着
し
た
き
め
細
か
な
予
防
活

動
、
さ
ら
に
は
行
方
不
明
者
の
捜

索
活
動
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お

い
て
活
動
し
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
社
会
情
勢
の
急
激

な
変
化
や
異
常
気
象
に
よ
り
災
害

も
複
雑
多
様
化
の
傾
向
に
あ
り
、

地
域
住
民
の
消
防
団
に
対
す
る
期

待
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
地
域
に
密
着
し
た
消

防
団
の
果
た
す
役
割
は
今
ま
で
以

上
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

郷
土
愛
護
の
精
神
を
基
に
、
訓
練
、

研
修
等
に
励
み
、
地
域
密
着
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
消
防
団
で
し
か

体
験
で
き
な
い
こ
と
を
学
び
、
町

民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
新
鮮
で

活
力
の
あ
る
消
防
団
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
経
営
管
理
課

防
災
担
当

T
E
L
5
3
―

2
5
1
1

（
内
線
2
1
2
）
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火
災
及
び
災
害
出
動

消
防
団
の
今

第4分団1部・2部

第3分団1部

第3分団2部

第3分団3部

第2分団2部

第2分団1部

第1分団1部

第1分団2部

消防団詰め所の配置図

川
辺
町
消
防
団
長

佐

伯

正

己

町内8箇所に消
防団詰め所が設置
されまちの防災に
当たっています。

市町村名
川 辺 町
美濃加茂市
可 児 市
坂 祝 町
富 加 町
八百津町
七 宗 町
白 川 町
東白川村
御 嵩 町
兼 山 町

定員数（人）
187
293
303
100
120
365
153
400
170
160
45

団員数（人）
187
293
303
100
112
351
152
400
152
160
44

平均年齢（歳）
30.6
33.3
30.3
30.3
29.3
33.4
31.7
31.1
33.9
29.0
35.0

平均在団年数（年）
7.7
5.4
5.1
7.4
5.7
10.6
8.1
10.6
14.4
8.5
18.3

可茂管内消防団の状況　平成14年4月1日現在

川辺町消防団の年齢別構成

※表中の「平均在団年数（年）」は平成14年3月末退団者
における平均在団年数です。

0

20

40

60

80

100

20～24歳

5人 3人

69人

89人

21人

25～29歳 30～34歳 35～39歳 40歳以上 年齢

人数 平成14年4月1日現在
総数187人
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今
回
は
10
月
8
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
町
内
7
箇
所
で
開
催

さ
れ
た
「
市
町
村
合
併
な
ん
で
も
ト
ー
ク
Ⅱ
」
で
、
多
く
出
さ

れ
た
意
見（
質
疑
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば

な
る
べ
く
多
く
の
ご
意
見
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
た
第
4
回
の
合
併
検
討
協
議
会
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
を
作
る
も
の
で
あ
り
、
旧
市
町

村
の
特
別
職
は
失
職
し
、
公
選
に

よ
っ
て
首
長
ほ
か
を
選
び
ま
す
。

条
例
も
基
本
的
に
新
し
い
議
員
を

定
め
て
か
ら
す
べ
て
制
定
し
直
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。

編
入
合
併
は
一
つ
の
自
治
体
に

他
の
市
町
村
を
制
度
上
編
入
す
る

も
の
で
、
編
入
す
る
自
治
体
の
特

別
職
は
留
任
し
、
編
入
さ
れ
る
自

治
体
の
特
別
職
は
失
職
し
ま
す
。

条
例
は
編
入
す
る
自
治
体
の
条
例

が
適
用
と
な
り
ま
す
。

一
般
職
の
職
員
は
い
ず
れ
に
お

い
て
も
身
分
上
は
影
響
が
な
く
、

議
員
な
ど
に
お
い
て
は
編
入
合
併

に
お
い
て
も
特
例
措
置
を
選
択
し

て
在
任
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

新
設
合
併
は
こ
の
よ
う
に
す
べ

て
を
い
っ
た
ん
廃
止
す
る
必
要
が

現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
す

が
、
時
間
的
な
問
題
や
作
業
を
進

め
る
関
係
か
ら
、
編
入
合
併
方
式

が
や
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
考
え
直
す
気
持
ち
は
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
新
設
と
編
入
の
根
本
的

な
相
違
点（
調
整
が
で
き
な
い
点
）

は
首
長
の
身
分
し
か
な
い
た
め
、

そ
の
他
の
部
分
が
し
っ
か
り
調
整

で
き
れ
ば
、
特
に
こ
だ
わ
る
必
要

は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私（
町
長
）自
身
は
自
ら
の
立
場

に
固
執
す
る
考
え
は
持
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

市
町
村
合
併
な
ん
で
も
情
報

そ
の
⑩

な
ん
で
も
ト
ー
ク
Ⅱ
の

意
見
内
容
①

市町村合併についてのご意見は
メールアドレス・・kawabe@kb3.so-net.ne.jp

ホームページ内町民掲示板（BBS）・・
http://www.kawabe-gifu.jp

町長への手紙（用紙は自由）・・
役場、中央公民館、下麻生支所、B&G海洋センター、
やすらぎの家にポストが設置してあります。

役場経営管理課・℡ 53－2511（内線215）

美濃加茂市・
加茂郡町村合併検討協議会

美濃加茂市太田町3431-1 ℡27-5792
E-mail gappei@city.minokamo.gifu.jp
ホームページアドレス
http://www.city.minokamo.gifu.jp/gappei

Q

合
併
の
方
式
は
対
等
と
吸
収

で
ど
う
違
う
の
か
。

A

法
律
的
に
は
新
設
合
併
ま
た

は
編
入
合
併
と
い
う
区
分
に
な
り

ま
す
。
対
等
合
併
や
吸
収
合
併
と

い
う
の
は
俗
語
で
あ
っ
て
、
か
つ

多
分
に
立
場
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
な

の
で
、
新
設
合
併
＝
対
等
合
併
、

編
入
合
併
＝
吸
収
合
併
で
は
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
方
自
治

法
、
合
併
特
例
法
に
お
い
て
は
、

い
ず
れ
の
方
式
に
お
い
て
も
合
併

す
る
市
町
村
に
上
下
の
差
は
あ
り

ま
せ
ん
。

新
設
合
併
は
す
べ
て
の
合
併
関

係
市
町
村
を
い
っ
た
ん
廃
止
し
新

あ
る
こ
と
、
す
べ
て
を
新
規
に
決

め
直
す
こ
と
が
必
要
な
こ
と
な
ど

か
ら
、
編
入
合
併
と
比
較
し
て
作

業
や
調
整
に
時
間
が
か
か
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

Q

こ
の
地
域
の
合
併
は
新
設
合

併
か
編
入
合
併
か
町
長
の
考
え
は
。

A

合
併
の
協
議
に
際
し
て
は
立

場
は
も
ち
ろ
ん
対
等
で
あ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
り
、
対
等
以
外
の
関

係
で
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
方
式
に
つ
い

て
は
新
し
い
ま
ち
を
作
る
と
い
う

意
味
で
新
設
合
併
が
望
ま
し
い
と

合併検討協議会の開催について

平成15年1月15日（水）午後1時30分から美濃加茂
市中央公民館（美濃加茂市役所となり）2 階において、
第4回の協議会が開催される予定です。
なお、これまでの合併検討協議会の開催の状況は次

のとおりです。

第 1 回

第 2 回

第 3 回

回　数

平成14年 8月28日

平成14年11月 1日

平成14年12月 5日

開　催　日 協議内容（第3回は予定）

規約の制定、役員の選出
について

役員の改正（美濃加茂市議
会の改選による）、基本5
項目（※）について

基本5項目等について（基
本5項目及びその他の重
要事項）

※基本5項目 ①合併の方式、②合併の期日、③新市の名称、
④新市の事務所の位置、⑤財産及び債務の取扱い



秋の大イベント「川辺ふれ愛まつり」が秋晴れのなか、今年も盛大に開催されました。
よさこい踊りや、ふるさと川辺の「遊名人」、バナナ売り、もち投げ、最後には結婚式とたくさんのイベントが
行われました。
また、今年で8回目を迎える「夢・鯉・来いフィッシング」も例年以上の大物がたくさん釣れました。

平成14年度健康世帯の表彰が行われました。
対象者は国民健康保険の加入世帯で、平成13年
度を基準として、1年以上にわたり1度も病院な
どにかからなかった健康家族です。
表彰を受けられたのは次のみなさんです。

（敬称略・世帯主のみ記載）

川辺ふれ愛まつり2002に協賛し、農産物生産者の生産意
欲の高揚と町内の農業振興を図ることを目的に、11月16
日・17日に農産物品評会を開催しました。
表彰を受けられた皆さんは次のとおりです。（敬称略）

【6年間】…1世帯
西垣　清司
【5年間】…3世帯
林　　良造
酒井　三郎
渡邉　生代
【4年間】…7世帯

田原　武弘
三品日出男
村上　　正

長谷川敏幸
宮坂　五男
【3年間】…5世帯
櫻井　正一
山田　君子
則武　智博
横田　晃男
園　とし子
【2年間】…9世帯
平岡　玲子

田原　幹夫

加藤　益夫
井戸　好彦
立林　尚之
川口　俊彦

柏木　史朗
【1年間】…33世帯
加藤　友男
松野　道夫
松野　政直
渡邉　宗一
細田　斎子

長谷川克己
小川　愼一
井戸謙太郎
福田はるみ
神田　昭二
纐纈ミツ子
加藤きぬ子

林　　昭子
小栗　義美
入合　眞一
早川　進勝
森田　昌幸
横山　龍夫
渡邉　敏夫
小栗　順一
佐伯　俊也
井戸　てる
駒島　謙治
青山　和靖
岩井　邦樹
加藤　利行
木下　雅昭
中島　郁郎
井戸　富夫
長谷川一明
林　　一樹
吉島　久雄

【米 の 部】金賞・武市　文夫
（可茂米麦改良協会会長賞）

銀賞・高井　玉夫
銅賞・山田　　勇

【白菜の部】金賞・岩井三千代
（川辺ふれ愛まつり大会長賞）

銀賞・坪内　靖隆
銅賞・桑畑　康彦

【大根の部】金賞・加藤　幸支
（美濃加茂農業協同組合長賞）

銀賞・坪内　康賢
銅賞・栗山　久夫

【かぶの部】金賞・桜井　　浩
（中濃地域農林商工事務所長賞）

銀賞・鈴木　義孝
銅賞・坪内　春海
銅賞・馬場うた子

【里芋の部】金賞・平岡　久茂
（可茂中央市場株式会社社長賞）

銀賞・富松　　勝
【大豆の部】銀賞・坪内　靖隆

【小豆の部】銅賞・長瀬　寿夫
【さつまいもの部】銅賞・坪内　康賢
【ねぎの部】金賞・坪内　靖隆

（川辺町議会議長賞）
銀賞・牧田　笑子
銅賞・武市たづ子

【柿 の 部】金賞・福田　文雄
（岐阜県農業協同組合中央会会長賞）
【キウイフルーツの部】

銅賞・古川　賢実
【栗 の 部】銀賞・長谷川安太郎
【花 の 部】銀賞・丹羽　章洋
【椎茸の部】銀賞・横田　俊光

銀賞・林　礼二郎
【キャベツの部】

金賞・鈴木　義孝
（全国農業協同組合連合会岐阜県
本部運営委員会会長賞）
【ごぼうの部】銀賞・坪内　靖隆
【とまとの部】銅賞・桃井　末廣
【にんじんの部】銅賞・長瀬　寿夫
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健 康 世 帯 表 彰 川辺ふれ愛まつり2002農産物品評会

第 8回 夢・鯉・来いフィッシング大会結果
（敬称略）

大物賞

優　勝 堀江　直行　46㎝
準優勝 熊田　啓祐　44㎝
3 位 田原　秀幸　41㎝× 2匹、37㎝×1匹
4 位 矢島　昭二　41㎝× 1匹、39㎝×1匹

特別賞

最年長賞 水野　正三　88歳
最年少賞 佐伯慎太郎　 6歳
ベストドレッサー賞 木下　仁司
はるばる賞 大久保雅彦（益田郡小坂町）

上米田保育園によるオープニング

遊名人・バイクトライアル ライオンズクラブのもち投げ

栗山　　造

辰己　　甲

山田　義　

加藤　　己

宮田　　



第2保育所の園児70名と園児らのおじいさん、おばあさんが一緒になって大き
く育ったサツマイモの芋掘り体験を行いました。
この芋掘り体験は、毎年上川辺の林武男さんが育ててくださったサツマイモ畑
で行われています。
保育所では、収穫したサツマイモで「イモパーティー」が開かれ、芋パイや芋
クッキー、芋きんとんなどがおやつに出され園児らが秋の味覚を楽しみました。

見たことはあっても実際に体験することはあまりない手話、車いす、白杖などを実際
に体験し福祉に触れる。こんな体験学習が川辺中学校で行われました。
この日は、生徒達が車いすで校内を移動したり目隠しを着け白杖を使って歩いたりす

るのはもちろん、福祉の現場で働く役場の職員の講話を聞いたり手話を学んだりと色々
なプログラムが用意され福祉について考えていました。

大きなお芋
い も

がとれたー

福祉に触れる

10
31

（木）

11
6

（水）

寄 付・寄 贈

◎
寄
付
・
寄
贈

―
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
―

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

匿

名
…
紙
お
む
つ
た
く
さ
ん

匿

名
…
グ
ラ
ス
カ
ッ
プ

匿

名
…
使
用
済
み

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

匿

名…
3
0
、0
0
0
円

社
会
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
寄
付
・
寄

贈
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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全国火災予防週間に合わせて、第１保
育所園児が防火パレードを行いました。
園児らはかわいい法被姿の鼓笛隊になっ
て中川辺商店街から役場まで行進し町民に火災予防を呼
びかけました。また、役場前では消防署の方や町長さん
に火災には気を付けますと元気に宣言していました。

火事に気を付けてね

川辺中学校の2年生が、町内にある工場や病院、お店、公共
施設など全部で24の事業所へ3日間の職場体験学習にでかけ
ました。生徒らはそれぞれの体験先でその職場の仕事を手伝い、身をもって実社会を体験してきました。
この職場体験は、地域の職場や社会の様子にふれることで、働くことの意義や自己の適性など一人一人
が考え、それぞれの生き方にかかわる価値観を自分自身の力で培っていけるようにと行われています。

8
（金）
7

（木）

11
6

（水）

このほど岡本穰さん（西栃井）が長年の教育活動へ
の貢献が認められ勲五等双光旭日章（高齢者叙勲）を
授与されました。

表彰されました

このほど川辺町ライオンズクラブのみなさ
ん約20名による草刈り奉仕作業が行われまし
た。当日は中川辺にある大谷公園周辺の草刈りなどが行われ、
作業後は見違えるようにきれいになりました。ありがとうご
ざいました。

10
16

（水）

11
7

（木）

まちをきれいに

西栃井に建設中の町営住宅川辺西タウンで
C棟建設開始の安全祈願祭が行われました。
平成12年から建設が始まった西タウンもA棟、B棟が完成し残
すところあとC棟のみとなりました。

10
28

（月）

最後のC棟も安全に
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ブ
ラ
ン
コ
の
ゆ
る
く
揺
れ
い
る
母
の
膝
に

も
う
寝
て
し
ま
っ
た
赤
い
靴
の
子

肥
田

節
子

「
五
秒
前
」
五
艘
の
ボ
ー
ト
息
を
止
め

こ
の
緊
張
の
長
き
一
瞬

松
岡

久
美

う
か
う
か
と
乗
っ
て
し
ま
っ
た
口
車

も
う
降
り
ら
れ
ぬ
と
悔
が
く
す
ぶ
る

横
山

寿
子

と
も
に
経
し
五
十
年
の
糧
顧
り
見
つ

り
ん
ど
う
の
鉢
植
奢
り
て
帰
る

岩
井
三
千
代

核
家
族
と
な
り
て
十
年
子
は
い
つ
か

時
に
流
れ
て
農
を
否
め
り

山
田

君
子

と
り
か
え
し
の
つ
か
ぬ
悔
し
さ
木
犀
の

香
り
の
中
に
佇
ち
て
お
さ
む
る

遠
藤

正
枝

祝
い
く
れ
し
米
寿
の
赤
飯
ゆ
げ
立
ち
て

嫁
の
心
の
温
も
り
に
酔
う

渡
辺

節
夫

七
十
年
と
も
に
生
き
来
し
木
犀
の

香
り
は
今
年
も
幼
な
日
の
も
の

長
瀬

宗
子

灯
台
の
狭
き
螺
旋
階
段
登
り
つ
つ

五
四
―
五
五
と
膝
に
声
か
く

山
田

志
ま

色
あ
せ
し
国
会
論
議
の
九
条
は

拉
致
の
彼
方
に
押
し
や
ら
れ
た
り

紅
谷

茂

建
築
の
枠
組
の
中
の
日
輪
は

殊
更
大
き
く
殊
更
美
し

赤
坂
冨
美
子

新
聞
の
頁
繰
る
さ
え
ま
ま
な
ら
ず

曲
り
た
る
指
未
だ
に
そ
む
く

遠
藤

豊

函
館
の
き
ら
め
く
夜
景
と
う
ら
は
ら
に

悲
し
み
沈
む
日
本
海
の
闇

垣
下

博
子

嫁
ぐ
娘
の
辞
儀
深
々
と
冬
う
ら
ら

寺
田

島
子

支
え
合
ふ
老
ひ
の
日
々
冬
薔
薇

土
屋

正
子

奈
良
井
宿
深
き
庇
に
時
雨
来
る

佐
伯
美
千
代

縦
坑
の
深
き
に
寒
気
と
ど
か
ざ
る

名
倉

晃
子

風
に
揺
る
赤
提
灯
に
時
雨
来
る

渡
辺

武
子

私
が
最
初
に
版
画
に
出
会
っ
た

の
は
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十

日
に
岐
阜
版
画
協
會
、
岐
阜
タ
イ

ム
ス
が
主
催
者
と
な
っ
て
、
東
京

か
ら
彫
刻
家
の
「
水
舟
六
州
先
生
」

と
版
画
家
の
「
小
野
忠
重
先
生
」

を
講
師
と
し
て
招
き
開
催
さ
れ

た
、
近
代
版
画
講
習
会
が
最
初
の

版
画
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
講
習
会
に
お
け
る
近
代
版

画
は
、
私
の
今
ま
で
の
彫
る
楽
し

み
の
版
画
に
対
す
る
考
え
方
を
覆

す
、
す
ご
い
魅
力
の
あ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

こ
こ
で
版
画
に
つ
い
て
説
明
を

す
る
と
、
版
画
に
は
古
典
版
画
と

近
代
版
画
が
あ
り
、
古
典
版
画
は

元
絵
師
、
彫
り
師
、
刷
り
師
、
版

元
師
の
四
人
が
共
同
で
作
り
、
元

絵
師
の
名
で
世
に
で
る
。
ね
ら
い

は
、
報
道
・
記
録
な
ど
現
代
の
新

聞
・
雑
誌
と
同
じ
目
的
に
使
わ
れ

て
い
た
。

近
代
版
画
は
、
古
典
版
画
の
四

つ
の
工
程
を
一
人
で
全
て
行
う
こ

と
か
ら
、
高
度
な
技
術
が
要
求
さ

れ
、
美
を
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
私
は
版
画
を
自
分
の

一
生
の
仕
事
と
し
て
熱
中
し
た

が
、
生
活
は
大
変
苦
し
か
っ
た
た

め
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
川
辺
町

に
お
い
て
佐
伯
花
木
園
を
開
業

し
、
版
画
の
元
で
あ
る
木
と
の
ふ

れ
あ
い
を
求
め
て
事
業
に
専
念
す

る
が
、
版
画
に
対
す
る
熱
意
は
冷

め
る
こ
と
な
く
、
事
業
の
合
間
を

見
つ
け
て
は
版
画
に
取
組
み
、
岐

阜
県
美
術
館
に
一
〇
回
出
品
し
内

八
回
入
選
、
ま
た
、
美
濃
加
茂

市
・
多
治
見
市
・
岐
阜
市
美
術
展

な
ど
に
出
品
し
、
可
茂
管
内
の
多

く
の
施
設
に
お
い
て
個
展
を
開
き

版
画
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
努
力

し
た
。

平
成
八
年
頃
か
ら
、
今
ま
で
の

私
の
版
画
人
生
を
後
世
に
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
多
く
の
知
人
の

協
力
を
得
て
版
画
屏
風
を
作
成
し

た
。今

後
は
、
近
代
版
画
の
魅
力
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

と
を
目
的
に
、
地
域
に
お
い
て
作

品
展
、
版
画
教
室
の
開
催
な
ど
実

施
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
達
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
私
の
版
画
に
対
す
る

心
は
、「
美
」
で
あ
り
、
美
と
は

人
に
夢
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で

あ
り
一
生
、
夢
を
追
い
か
け
て
い

き
た
い
。

佐
伯

弘
行

版
画
と
わ
た
し
の
人
生
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ひ
こ
ば
え
に
雀
の
群
る
る
茶
房
裏

村
山

智
一

そ
ぞ
ろ
寒
形
見
の
衣
の
丈
詰
め
る

青
山

初
代

枯
葉
舞
ふ
鳥
居
峠
に
石
畳

渡
辺

紀
子

パ
ソ
コ
ン
を
孫
に
教
わ
る
夜
長
か
な

交
告

年
夫

す
っ
き
り
と
糸
の
通
り
し
一
葉
忌

山
田

文
子

「
お
こ
ん
狐
」
出
で
し
畷
よ
寒
昴

馬
場

周
一

地
芝
居
の
座
頭
の
墓
錦
虫
飜
ぶ

矢
田
鹿
苑
子

氷
柱

合
掌
屋
根
の
裾
飾
る

加
藤

爽
月

秋
め
く

葉
ず
れ
爽
や
か
に
日
和
吹
く

井
戸

鹿
笛

穴

鍾
乳
洞
で
村
起
す

西
村
穂
奈
美

崇
め
る

玉
串
奉
奠
身
が
締
る

村
山

栄
香

研
修

人
生
の
豊
か
さ
求
む

日
下
部
雅
苑

秋
め
く

拭
っ
た
様
に
空
が
澄
む

紅
谷

光
彩

月
の
出

田
毎
の
沖
へ
バ
ス
が
押
す

木
下

靜
志

春
惜
し
む

紀
行
結
ん
で
吉
野
発
つ

黒
岩

二
笑

片
割
月

山
端
に
淋
し
く
腰
す
え
る

井
戸

麻
妓

あ
っ
ぱ
れ

母
校
に
紫
紺
の
花
咲
か
す

井
戸

諷
子

月
の
出

萩
の
し
と
ね
で
虫
が
待
つ

丹
羽

美
晴

崇
め
る

大
師
の
遺
徳
遍
路
訪
う

井
戸

幸
女

細
々

添
水
の
音
も
間
延
び
せ
る

山
口

欽
継

春
惜
し
む

白
線
流
し
夢
添
え
る

西
村

風
外

月
の
出

明
り
を
消
し
て
窓
開
け
る

杉
山

香
美

乳幼児突然死症候群（SIDS）乳幼児突然死症候群（SIDS）乳幼児突然死症候群（SIDS）乳幼児突然死症候群（SIDS）
１０月中の届出

＊住民票を基準に掲載〔掲載を希望さ
れる方は、届け出（戸籍届出・証明書
請求など）の際に住民課窓口に申し出
てください。〕
※敬称略

西栃井　　山　田　多美恵　　
＝大分市　　二　宮　秀　樹

比久見　　西　垣　江美子
＝豊田市　　堀　江　　毅

比久見　　横　関　貴　美
＝各務原市　山　田　隆　幸

中川辺　　平　岡　　進　　74歳　本　人

中川辺　　安　田　鉄　彦　87歳　正　徳

比久見　　　所　　　　　　79歳　本　人

下吉田　　石　原　イツエ　91歳　　優

結　婚

石　神 竹　内　琴
こと

美
み

康 人 女

中川辺 馬　場　愛
あい

喜
き

健 治 男

中川辺 小　栗　大
ひろ

輝
き

和 洋 男

西栃井 橋　本　亜茉音
あ ま ね

宏 秋 女

西栃井 平　良　優
ゆう

果
か

晃 女

西栃井 土　肥　育
いく

歩
ほ

基 生 女

西栃井 大　畑　結
ゆい

奈
な

竜太郎 女

比久見 岡　沙
さ

織
おり

実 女

出　生

（左から地区・死亡者・年齢・世帯主の順）

（左から地区・出生児・保護者・性別の順）

死　亡

人口……11,169人 （97減）
男……… 5,523人 （30減）
女……… 5,646人 （67減）
世帯数… 3,420世帯（23減）

11/1現在（カッコ内は前年同月比）

人の動き

乳幼児突然死症候群（SIDS）をご存じですか。これは何の兆候もな

いまま乳幼児が突然なくなってしまうというものです。日本では、

毎年2,000人の出生に対し1人の割合でSIDSが発生していると考え

られています。これは乳幼児死亡の上位を占めており（1か月から1

歳までが特に多い）今、対策が求められています。

SIDSについては、研究がすすめられており「うつぶせ寝」「人工

栄養哺育」「保護者等の習慣的喫煙」が乳幼児突然死症候群の危険性

が高いことが分かってきました。そこで1997年4月よりSIDS家族会

では　①仰向け寝で育てよう　②たばこをやめよう　③できるだけ

母乳で育てよう　④なるべく赤ちゃんを一人にしない、の4つの要因

をあげキャンペーンを行っています。

また、SIDSで子どもをなくした家族は精神的ショックを受けると

ともに、自分の過失ではなかったかと自責の念にかられ思い悩むこ

とがあります。家族や母親の苦しみを理解し支えてあげるためには、

周囲の人の協力が必要です。そのために、1人でも多くSIDSについ

て正しい知識を持ちましょう。

SIDSについては川辺町保健センターまでお問い合わせください。

お問い合わせ 川辺町保健センター ℡53-2515
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『「低金利ですぐ融資ができる」という広告を見て申し込んだら、借金の交換条件に

さらに借金を強いられた』などという被害が相次いでいます。

◎問題点
・貸金業を営もうとする者は都道府県知事への登録が必要であり、悪質な消費者金融業者の

多くが無登録業者で所在地・連絡先がわからないため交渉が困難です。

・「低金利ですぐ融資」と広告しているが、実際は暴利である場合が多いです。

・個人情報を根ほり葉ほり聞かれ、その情報により勤務先に執ような督促をするなど悪質な

場合があります。

★消費者へのアドバイス
・「低金利ですぐ融資」という甘い宣伝文句には注意しましょう。

・無登録業者とトラブルになっても、救済されることは非常にまれです。

・登録業者かどうかは、消費者金融業者の所在地の都道府県（注２）に確認しましょう。

（注２）岐阜県の場合　岐阜県農林商工部検査指導課　℡（代表）０５８－２７２－１１１１

※消費生活に関する苦情・相談は、中濃地域振興局（可茂総合庁舎内）振興課　℡２５－３１１１

または、岐阜県消費生活センター　℡（０５８）２６５－０９９９までお問い合わせください。

生活費に充てるために大手のサラ金業者４社から借り入れをしていたが、返済に

困り、電話１本で簡単に借りられる業者５社から次々と借り入れた。どんどん利息

がついて、１週間で元金の倍ほども返済しなければならなくなった。さらに、妻の

職場までしつこく取り立ての電話がくるようになったがどうしたらいいか。

５社中３社の業者が貸金業規制法に基づく登録を受けていない業者でした。そこ

で、大手消費者金融業者については調停などで返済計画を話し合い、また、無登録

業者に対しては毅然とした態度で法定利息（注１）以上は支払えないと申し出る必要が

あります。さらに、貸付業規制法では不当な取り立てを禁止しているので、恐れず

毅然とした態度で対応してください。

（注１）法定利息：貸金業規制法では、利息の上限が決められている。利息制限法では元本１０万円未満
は年利率２０％、１０万円以上１００万円未満は１８％、１００万円以上は１５％となっている。出資法
では年率２９．２％が利息の上限になる。２９.２％を超える金利は刑事罰の対象となる。

Q

A

悪質な消費者金融業者（サラ金）に
ご注意！



◆保育園・学校行事
9日（木）北小学校書き初め大会
15日（水）第二保育所どんどやき
15日（水）上米田保育園お正月遊び大会
21日（火）第一保育所かるた大会
◆無料法律相談
15日（水）13：00～16：00（やすらぎの家）
◆心配ごと相談
8日（水） 9：00～12：00（やすらぎの家）
22日（水） 9：00～12：00（やすらぎの家）
◆スポーツ
17日（金）軽スポーツ教室（シルバーの部）
18日（土）軽スポーツ教室（ファミリーの部）
19日（日）軽スポーツ教室（一般の部）

◆成人式
12日（日）中央公民館
◆消防団
4日（土）消防出初式（中央公民館）

◆ごみ収集
19日（日）燃えないごみ（金物類）

資源ごみ（食用空き缶）
粗大ごみ（金物類）

8・9日　蛍光管
8・9・22・23日　ペットボトル

１日（水） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７
栄伸工業所　　　５３－２７０６

２日（木） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４
加茂水道工業㈱　５３－４５８４

３日（金） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７
㈱和泉　　　　　５３－５１０２

４日（土） ㈱長谷川商店　　５３－５０２５
㈱渡辺工務店　　５３－２１２３

５日（日） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７
栄伸工業所　　　５３－２７０６

１１日（土） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４
１２日（日） 加茂水道工業㈱　５３－４５８４
１３日（月） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７
１８日（土） ㈱和泉　　　　　５３－５１０２
１９日（日） ㈱長谷川商店　　５３－５０２５
２５日（土） ㈱渡辺工務店　　５３－２１２３
２６日（日） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７

＊都合により当番店が代わる場合があります。
＊当番店に電話が通じないときは役場（TEL53-2511）までご連絡ください。
＊修理対象は、町の上水道管と直結された給水装置だけです。

（都合により日時などが変更になることもあります。）

kawabe Town Cale
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予 定 価 格……町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札において、
この価格を超えて契約を締結することはありません。（税込み金額）

落 札 金 額……入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額。（税込み金額）
落 札 業 者……当該入札において、町と契約を締結することとなった業者。
入札参加業者数 ……当該入札に参加した業者数。

＊入札結果詳細は、役場経営管理課にて、閲覧できます。

お問い合わせ　経営管理課 TEL２５-２５１１（内線２１６）

予定価格が５００万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。（該当７件）

公共工事入札結果公共工事入札結果 １０月の入札

用語の

意味
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海洋センター施設修繕工事

比久見（寺屋敷）かんがい排水整備工事

町道６０２６号線(榎木戸１号線)外道路改良工事

町道０２０３号線（石神線）側溝修繕工事

町道３２７０号線（宮海道１号線）側溝新設工事

町道２０９２号線（中神坂４号線）側溝新設工事

比久見住宅地内側溝修繕工事

工　事　名

38,640,000

21,000,000

26,775,000

15,750,000

7,350,000

11,455,000

5,040,000

予定価格（円）

35,490,000

19,845,000

24,990,000

14,700,000

7,035,000

10,867,500

4,725,000

落札金額（円）

佐伯綜合建設㈱

㈱小栗建設

㈲高井組

㈱渡辺工務店

東濃建設㈱

塚本産業㈱

㈲高井組

落札業者

8 社

8 社

8 社

8 社

8 社

8 社

8 社

入札参加業者数



【問合先】
ハローワーク美濃加茂
℡２５-２１７８

「遺伝子・ＤＮＡの世界」を体験
サイエンスワールドでは長期学校

休業日を利用して、特別企画等を開
催しています。普段体験できない科
学実験等を用意し、来館者へ科学実
験や科学工作の体験の場を提供しま
す。
今回は、冬の特別企画を開催いた

します。
【内容】
「遺伝子・ＤＮＡ」の世界を、身近
な実験体験や話題性のある実物を通
して紹介します。
【対象】
どなたでも参加できます。

【日時】
冬休み～２月末（土･日･祝日･学校
休業日）

【参加費】無料
【場所】サイエンスワールド
県先端科学技術体験センター
瑞浪市明世町戸狩５４番地

【問合先】
サイエンスワールド「冬の特別企

画」担当まで
℡０５７２-６６-１１５１
FAX０５７２-６６-１１５２

E-mail sciencew＠astec-gifu.jp

確定申告される
国民年金被保険者のみなさんへ
国民年金保険料の収納事務は平成

１４年４月から国による直接収納と
なり、保険料納付されますと必ず領
収証書を交付しています。
この領収証書は確定申告の際に必

要となりますので大切に保管してく
ださい。（領収証書の再交付、保険
料納付書証明書等の交付は原則でき
ません）
領収証書を無くされた方、金額が

不明な方は美濃加茂社会保険事務所
へお問い合わせください。
【問合先】
美濃加茂社会保険事務所
℡２５-８１８１
役場住民課
℡５３-２５１１(内線１２５)

平成１５年度
岐阜県農業大学校学生募集
【入試種別】
一般入試

【学科】
野菜・果樹学科・花き学科、畜産

学科
【募集定員】１５人程度

【日時内容】
平成１５年１月１２日（日）
受付開始時間　　８時４５分～　
＊祝賀式典
＊懇親会（簡単な食事をご用意します。）

【会場】
川辺町中央公民館　大ホール

【対象者】
昭和５７年４月２日から昭和５８年４月１日までに生まれた方で、

川辺町に住民登録している方、及び平成９年度川辺中学校卒業生で町
外に転出された方。

【問合先】
川辺町教育委員会　社会教育担当　℡０５７４-５３-２６５０

成人式のご案内

川辺町特産品協議会では、現在会員１２名で地域資源を活かした特産
品の開発、育成、普及の推進を図り、観光客及び地域住民などの多様な
ニーズに対応し、地域の活性化に寄与することを目的として活動を行っ
ています。趣旨に賛同していただける方の入会をお待ちしています。

【主な活動内容】
○特産品の開発・改善と宣伝・紹介
○特産品の販路拡大
○各種イベントへの参加及び参画

【応募資格】
○商工農林業者
○観光関係団体及び観光事業関係機関
○その他協議会の趣旨に賛同する個人又は法人

【会費】
○年額３,０００円

【問合先】
○役場産業環境課内　特産品協議会事務局　内線１４３

川辺町特産品協議会員募集
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【受験資格】
平成１５年３月高校卒業見込み又

は卒業の方、同等以上の学力を有す
る方
【出願期間】
１２月２日（月）～
平成１５年１月１０日（金）まで

【試験日】
平成１５年１月１７日（金）

【問合先】
岐阜県農業大学校
可児市坂戸９３８
℡６２-１２２６　FAX６２-１２２７

障害者の雇用に関する
法律の改正
障害者雇用率の算出に用いる「除

外率」は、平成１６年４月から廃止
を目指し、段階的に縮小されること
となりました。
また、障害者雇用率を達成してい

ない企業に対し、厚生労働大臣が行
う「障害者雇い入れ計画の作成命令」
の発出基準である実雇用率が０.９％
から１.２％に改正されました。
【問合先】
岐阜労働局職業対策課
岐阜市金町４-３０
明治生命岐阜金町ビル３階

年末年始の火葬場業務案内
可茂聖苑（火葬場）の年末年始に

おける運営、受付日程は次のとおり
です。
【火葬業務】
年末１２月３０日（月）まで
年始 １月 ２日（木）から

【火葬申込の受付】
年末１２月３１日（火）まで
年始 １月 ２日（木）から

＊ペット関係受付も上記と同様で
す。



情報
ボックス
INFORMATION

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

平成１４年度
第３回「福祉の仕事ガイダンス」の
開催について
平成１４年度第３回『福祉の仕事

ガイダンス』が開催されます。
当日は、福祉の仕事をされたい方、

福祉の仕事をよく知りたい方のため
の説明、相談コーナーが各種開設さ
れます。
【開設コーナー】
職場理解、総合相談、求人施設、
ハローワーク、ナースセンター、資
格取得、職業適性検査、福祉系学校
相談など。
【日時】
平成１４年１２月１５日（日）
１３：００～１６：００（入退場自由）

【会場】
岐阜県県民ふれあい会館３０２会議
室他
岐阜市藪田南５-１４-５３
℡０５８-２７７-１１１１

【入場料】無料　
【問合先】
岐阜県福祉人材センター
℡０５８-２７６-２５１０
役場住民課
℡５３-２５１１（内線１２３）

「年金相談のお知らせ」
国民年金は日本に住む２０歳以上

６０歳未満の方が加入し、生涯にわ
たって基礎年金を受給する制度で
す。
保険料の納付、遺族・障害年金、

年金支給額等のあるゆる相談にお答

～from the Mayor's Desk～ 町
長
の
机
か
ら
―
⑮

福
井
県
美
浜
町
の
こ
と

１１
月
１６
〜
１７
日
、
川
辺
ふ
れ
愛

ま
つ
り
２
０
０
２
が
快
晴
の
も

と
、
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
販
売
の
賑
や
か
な

売
り
声
が
行
き
交
う
中
、
ひ
と
き

わ
長
い
行
列
を
作
っ
て
い
た
テ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
福
井
県
美
浜
町

の
「
ふ
ぐ
汁
」「
か
に
汁
」
の
無

料
試
食
会
で
す
。
若
狭
湾
の
海
の

幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
ふ
ぐ

汁
」
は
絶
品
で
、
ふ
れ
愛
ま
つ
り

で
も
お
な
じ
み
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
美
浜
町
の
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

前
回
に
も
お
話
し
た
と
お
り
、

昭
和
６３
年
に
岐
阜
県
川
辺
町
長
、

長
野
県
下
諏
訪
町
長
、
福
井
県
美

浜
町
長
を
発
起
人
と
し
て
「
ボ
ー

ト
サ
ミ
ッ
ト
」
が
設
立
さ
れ
、
同

年
１０
月
に
第
１
回
ボ
ー
ト
サ
ミ
ッ

ト
が
美
浜
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
３
年
８
月
に
第
４
回

ボ
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
が
川
辺
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
折
り
当

時
の
美
浜
町
長
綿
田
光
雄
氏
と
川

辺
町
長
遠
藤
稔
氏
が
意
気
投
合
さ

れ
、
ボ
ー
ト
を
と
お
し
て
互
い
の

ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
親
交
を
深

め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
８
年
に
第
５
回
全
国
市
町

村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
を
本
町
で
開
催

し
た
折
り
に
、
海
の
な
い
川
辺
町

に
美
浜
町
の
新
鮮
な
海
産
物
を
提

供
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
ら
れ
、
か

に
焼
き
、
ふ
ぐ
汁
１
万
人
分
無
料

サ
ー
ビ
ス
と
海
産
物
の
即
売
を
実

施
し
大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

以
後
、
平
成
９
年
か
ら
継
続
的

に
ふ
れ
愛
ま
つ
り
に
出
店
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
本

町
か
ら
も
美
浜
の
お
祭
り
に
特
産

品
を
販
売
す
る
な
ど
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

平
成
１１
年
４
月
１７
日
に
「
美
浜

川
辺
交
流
協
議
会
」
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
、
両
町
の
特
性
を
生
か

し
た
住
民
総
参
加
に
よ
る
交
流
事

業
の
積
極
的
推
進
を
図
り
、
地
域

の
健
全
な
発
展
・
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
今
後
ま
す
ま
す
の

交
流
拡
大
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
そ
の
他
の
交
流

と
し
て
、
議
会
議
員
、
区
長
会
、

民
生
児
童
委
員
、
学
校
関
係
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
が
相
互
交
流
や

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
の
ま
ち
と
山
の
ま
ち
が
、
互

い
の
良
さ
を
認
め
あ
い
交
流
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
、
お
た
が
い
の

地
域
が
活
性
化
さ
れ
発
展
・
繁
栄

す
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
び
と
が
親
交
を
深
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
可
能

性
を
高
め
あ
い
、
よ
り
す
ば
ら
し

い
人
生
が
展
開
す
れ
ば
こ
れ
に
過

ぎ
る
幸
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

交
流
を
通
じ
て
友
好
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
了
）

川
辺
町
長
佐
藤
光
宏

1２月の税

国民健康保険税　　（９期）

＊納付は便利な口座振替で

１月６日まで

えしますので、お気軽におこしくだ
さい。
【日時】
１２月１８日（水）１０：００～１５：００

【会場】やすらぎの家　１階
小研修室

【相談員】
美濃加茂社会保険事務所係官

【問合先】
美濃加茂社会保険事務所
℡２５-８１８１
役場住民課
℡５３-２５１１(内線１２５)

就職面接会のお知らせ
ハローワーク美濃加茂では就職を

希望している方と人材を求める企業
の出会いの場として「みのかも就職
面接会」を開催します。
【日時】
１月１７日（金）１３：００～１６：００

【場所】
メルヴェイユ平安殿
（中濃平安殿）坂祝町坂倉２３４５-１

【参加企業】
勤務地が美濃加茂市・加茂郡・益

田郡金山町内の企業約３０社
【対象者】
就職活動を行っている人

【持ち物】
履歴書（複数の企業と面接可能な

ため複数枚用意）
＊「求職受付表」ないし「受給資格
者証」をお持ちの方は持参するこ
と。
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ど
こ
に
で
も
い
る
あ
り
ふ
れ
た

小
魚
の
こ
と
を
「
雑
魚

ざ

こ

」
と
言
い

ま
す
が
、
学
名
に
こ
の
言
葉
が
付

い
て
い
る
魚
が
い
ま
す
。

コ
イ
科
の
カ
ワ
ム
ツ
や
オ
イ
カ

ワ（
シ
ロ
ハ
エ
）な
ど
で
、
カ
ワ
ム

ツ
はZacco

tem
m
incki

と
い
う
学

名
で
す
。Zacco
は
日
本
語
の
雑
魚

か
ら
、tem

m
incki

は
オ
ラ
ン
ダ
の

命
名
し
た
学
者
の
名
前
か
ら
で
す
。

カ
ワ
ム
ツ
は
オ
イ
カ
ワ
と
よ
く

似
た
魚
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
は
稚
魚
の
う
ち
だ
け
で
、
成
魚

に
な
る
と
カ
ワ
ム
ツ
は
丸
み
を
お

び
た
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
に
な
り
、

栄養価（1食当たり）

《給食センター》

繁
殖
期
に
な
る
と
雄
も
雌
も
赤
み

が
か
っ
た
体
色
に
な
り
、
オ
イ
カ

ワ
と
は
は
っ
き
り
違
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
繁
殖
期
の
雄
の
顔
面
に
は
追お

い

星ぼ
し

と
言
っ
て
イ
ボ
の
よ
う
な
ボ
ツ

ボ
ツ
が
現
れ
る
の
も
オ
イ
カ
ワ
と

は
違
い
ま
す
。
繁
殖
期
の
体
色
か

ら
カ
ワ
ム
ツ
を
ア
カ
と
か
ア
カ
ム

ツ
と
呼
ぶ
地
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
生
活
の
仕
方
も
オ
イ
カ

ワ
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
よ
う
で
す
。

オ
イ
カ
ワ
が
流
れ
の
速
い
瀬
を
泳

ぎ
回
っ
て
餌
を
取
る
の
に
対
し
て
、

カ
ワ
ム
ツ
は
流
れ
の
ゆ
る
や
か
な

渕
や
岩
陰
な
ど
の
薄
暗
い
と
こ
ろ

に
潜
ん
で
い
て
流
れ
て
き
た
餌
を

食
べ
て
い
ま
す
。

カ
ワ
ム
ツ
は
中
部
地
方
よ
り
西

の
本
州
、
四
国
、
九
州
に
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
研
究

に
よ
る
と
濃
尾
平
野
か
ら
瀬
戸
内

海
沿
岸
の
川
の
中
流
や
下
流
、
池

や
沼
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
も
の

は
A
型
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
B

型
の
カ
ワ
ム
ツ
と
区
別
し
て
い
ま

す
。
A
型
と
B
型
と
は
ウ
ロ
コ
の

数
、
オ
ビ
レ
の
条
数
な
ど
違
い
が

あ
り
、
将
来
は
別
の
種
類
と
し
て

分
類
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
辺
り
に
い
る
の
は
A
型
の
カ

ワ
ム
ツ
で
す
。

最
近
の
河
川
改
修
な
ど
に
よ
っ

て
カ
ワ
ム
ツ
の
生
息
環
境
は
悪
く

な
っ
て
、
数
が
減
っ
て
き
て
い
る

の
が
気
が
か
り
で
す
。

川
辺
・
自
然
と
ふ
れ
あ
う
会

栗
山

圀
彦

～ カ ワ ム ツ ～
その80
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魚のマヨネーズ焼き●
材
料
（
5
人
分
）

白
身
魚
…（
ホ
キ
・
サ
ワ
ラ
な
ど
）

切
り
身
…
…
…
…
…
…
…
…
5
切

塩
・
こ
し
ょ
う
…
…
…
…
…
少
々

白
ワ
イ
ン
…
…
…
大
さ
じ
1
／
2

玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
…
1
／
4
個

人
参
…
…
…
…
…
…
…
1
／
5
本

本
し
め
じ
…
…
…
…
…
…
…
30
g

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
…
…
少
々

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
50
g

パ
ン
粉
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
1

ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
…
…
…
…
…
5
枚

●
作
り
方

①
魚
に
、
塩
、
こ
し
ょ
う
、
白
ワ
イ
ン

で
下
味
を
つ
け
て
お
く
。

②
オ
ー
ブ
ン
を
あ
た
た
め
、
①
の
魚
を

ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
、
素
焼
き

し
て
お
く
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、

人
参
、
玉
ね
ぎ
、
本
し
め
じ
を
さ
っ

と
炒
め
る
。

④
③
を
火
か
ら
下
ろ
し
ボ
ー
ル
に
移
し

て
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
合
わ
せ
、
②
の

魚
の
上
に
か
け
る
。
そ
の
上
か
ら
パ

ン
粉
を
ふ
る
。

⑤
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
、
パ
ン
粉
に
色

が
つ
い
て
き
た
ら
出
来
上
が
り
。

●
一
口
メ
モ

・
給
食
で
は
、
作
業
の
都
合
で
魚
の
素

焼
き
は
し
ま
せ
ん
。
素
焼
き
を
し
て

お
い
た
方
が
、
焼
い
た
時
の
ベ
タ
つ

き
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に
合
わ
せ
る
具
は
、
季

節
に
合
わ
せ
て
き
の
こ
類
に
し
た
り
、

子
ど
も
向
け
に
は
ゆ
で
卵
、
ゴ
マ
、

ネ
ギ
を
合
わ
せ
た
具
で
も
喜
ば
れ
ま

す
。

・
あ
つ
あ
つ
を
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ

い
。エ

ネ
ル
ギ
ー

1
2
5
kcal

タ
ン
パ
ク
質

9
・
0
g

脂

質

8
・
6
g

カワムツA型雄カワムツB型雄


